
様式２（教育・保育）採択を希望する市区町村

（別添）

①採択種類（あてはまるもの全て）

②財政支援（あてはまるもの全て）

N　幼稚園における長時間預かり保育運営費支援事業 待機児童対策
（要件①②）

L　一時預かり事業（幼稚園型Ⅱ） 地域課題

M　認可化移行運営費支援事業 待機児童対策
（要件①②）

○ J　利用者支援事業（特定型） 地域課題

K　一時預かり事業（一般型）　※緊急一時預かり事業のみ
待機児童対策
（要件①②）

○ H　都市部における保育所等への賃借料支援事業 地域課題

I　利用者支援事業（基本型）　※夜間加算、休日加算、機能強化のための取組のみ 地域課題

F　保育利用支援事業 待機児童対策
（要件①②）

G　広域的保育所等利用事業　※企業主導型保育事業等において単独で実施する場合や、新制
度未移行幼稚園での預かり保育を実施する施設の共同利用により実施する場合の補助要件

地域課題

○ D　保育士宿舎借り上げ支援事業 地域課題

E　民有地マッチング事業 待機児童対策
（要件①②）

B　保育所等改修費等支援事業（補助率の嵩上げ） 待機児童対策（要件①）／
人口減少対策

C　就学前教育・保育施設整備交付金（設置主体の緩和） 待機児童対策（要件①③）／
人口減少対策

選択欄 財政支援 必要な採択

A　就学前教育・保育施設整備交付金（補助率の嵩上げ） 待機児童対策（要件①）／
人口減少対策

採択１（待機児童対策のうち要件③） 採択２（人口減少対策）

○ 採択３（その他の地域課題）

保育需要と提供体制における課題【特定教育・保育施設】

採択１（待機児童対策のうち要件①） 採択１（待機児童対策のうち要件②）

資料２－３
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様式２（教育・保育）採択を希望する市区町村

①課題

②今後取り組むべき内容

※上記①②に記載した計画の掲載URL・該当ページ数（ホームページ掲載されていない場合はデータ添付してください。）

D:本市は都市近郊という地域特性から住宅費の負担が大きく、保育士の確保・定着が難しい状況にあることから、本事業を活用し、保育人材の確保
及び離職防止を図る必要があるため。
H：都市的要素を有する地域では、保育所等の賃借料負担が大きく私立保育園の安定的な運営に影響を及ぼすことから、本事業を活用し、地域にお
ける保育提供体制の維持・確保を図る必要があるため。
J：保育ニーズの多様化により保護者が必要な支援やサービスに円滑に繋がりにくい状況となっていることから、本事業を活用し、保護者の状況に応
じたきめ細かな相談支援や関係機関との連携を図ることで、適切な保育サービスの利用を促進する必要があるため。

I ○ J L○ D G ○ H

（４）－１
貴市区町村における保育の現状について、貴市区町村における計画の内容や地域のあり
方にも言及しながら、課題及び今後取り組むべき内容を具体的に記載してください。
※計画とは、市町村子ども・子育て支援事業計画だけでなく、総合計画、人口やまちづくり・
地域づくり、保育施設の再編等に関する計画などを指します。

本市では、各種計画を踏まえ、将来の人口構造や地域特性を見据えた保育提供体制の整備に努めています。一方で、令和６年４月１日現在、保育
所の待機児童数は０人となっているものの、共働き世帯の増加等により保育ニーズが多様化するとともに、地域ごとの人口構成や生活圏の違いによ
り、保育需要と提供体制に一定の偏りが生じています。
また、保育士不足が全国で深刻化しており、本市においても保育士の確保は各保育施設で課題となっています。

各計画との整合を図りながら地域における保育需要の動向を注視し、持続可能な保育提供体制の確保に努めます。また、たからづか私立保育園就
職フェア、保育士確保に向けた保育士研修会や人材活用支援講座などを引き続き実施し、保育士の人材確保に向けた取組を推進します。

宝塚市こども計画 たからっ子「育み」プラン P25

（４）－２
財政支援D、G、H、I、J、Lについて、（４）－１で記載した内容も踏まえて、その財政支援を必
要とする理由を希望する財政支援ごとに記載してください。

貴自治体が希望している財政支援は下記のとおり

設問（４）は採択３（その他の地域課題）を希望する市区町村が記載対象です。
　【記載対象となる財政支援】D、G、H、I、J、L

　採択３（その他の地域課題）を希望しない市区町村は、（５）に進んでください。
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